
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５９回 なくせ！建国記念の日・許すな！靖国国営化 2.11 東京集会 

▶日 時：202５年２月１１日(火) 1４時～１６時 (開場１３時半) 

▶会 場：日本基督教団 四谷新生教会 

▶参加費：1,000円 (大学生500円、高校生以下無料) 

1952年 横浜市生まれ 

  最近の著書:『差別の日本近現代史』（黒川みどりと共著 岩波書

店、2015年）、『孤高のハンセン病医師―小笠原登「日記」を読む

―』（六花出版、2016年）、『「黒い羽根」の戦後史―炭鉱合理化政

策と失業問題―』（六花出版、2019年）、 『強制不妊と優生保護法

―”公益“に奪われたいのち―』（岩波書店、2020年）、『戦後民主

主義が生んだ優生思想―優生保護法の史的検証』（六花出版、 

2021年）、『人間に光あれ―日本近代史のなかの水平社』（黒川みど

りと共著 六花出版、2022年） 

 

主催 ： 2.11 東京集会実行委員会   

後援 ： 日本キリスト教協議会(NCC) 靖国神社問題委員会／日本バプテスト連盟東京地方連合社会委員会 

集会ブログ 「815&211 東京集会・平和と自由のために」 <https://x.gd/TpMnN> 

集会賛同金にご協力お願いします。  

個人 一口1,000円/団体 一口 3,000円  

振込先（郵便振替） 00140-4-75776 2.11 東京集会実行委員会 

 

会場案内 
①ＪＲまたは東京メトロ四ッ谷駅「赤坂口」下車 → ②外堀通りをサンパウロ書店側に渡る →③四谷中学校グ

ラウンド脇の道を入る →  ④突き当たりを左に曲がり中学校沿いを歩く → ⑤２〜３分で電柱に「四谷新生教
会・四谷新生幼稚園」の看板あり → ⑥看板の指示通り細い道を入り右側 

 

講師からのメッセージ 
 戦前の天皇制に対しては批判できても、戦後の象徴天皇制について

は民主化の成果のようにとらえられて批判しにくいのではないでし

ょうか。 
特に明仁天皇以降、そうした傾向が顕著になっています。 

今回は、象徴天皇制について人権の視点から検証していこうと思い

ます。 
 

 

象徴天皇制と差別 

講師:藤野 豊さん 

日本近現代史研究者 

 

 
 

 


